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要 旨   

背景と目的： 問題のある物質使用のためのモバイルアプリは、治療を求める際の一般的な障壁を回避

できる可能性がある。しかし、タバコ、アルコール、違法薬物の使用を対象とした最初のアプリがリ

リースされてから 10 年が経過しても、その有効性、使用方法、受容性は不明である。本研究の目的

は、問題のあるタバコ、アルコール、違法薬物の使用に対するモバイルアプリの介入を評価した試験

の系統的な文献レビューを行うことである。 

方法： レビューは推奨されるガイドラインに沿って実施した。関連するデータベースを検索し，モ

バイルアプリの研究が統制された介入試験であり，アウトカムとしてアルコール，タバコ，違法薬物

の消費を報告している論文を対象とした。 

結果：アルコール（n=11）、タバコ（n=6）、アルコールとタバコ（n=1）、違法薬物（n=1）、違法薬物と

アルコール（n=1）の合計 20 件の研究が適格性基準を満たしていた。サンプルは、一般社会、大学生、

臨床患者を対象とした。解析された介入のサンプルサイズは 22～14,228 で、内容は、セルフモニタリ

ングや心理教育を提供するシンプルなスタンドアローンのアプリから、インタラクティブ機能やオー

ディオコンテンツを備えたマルチコンポーネントのアプリ、あるいは対面治療の補助として使用され

るものまで、かなり多様であった。介入期間は 1 週間から 35 週間で、通知は 1 日に 1 回もないものか

ら複数回あるものまであった。20 のアプリによる介入のうち、合計 6 つのアプリが、比較条件と比較

して、事後またはフォローアップ時の物質使用の有意な減少を報告し、その効果の大きさは小～中程

度であった。さらに、他の 2 つのアプリによる介入では、介入中には有意な減少が見られたが、治療

後には見られなかった。また、3 つ目のアプリによる介入では、2 つのアプリによる介入要素の有意な

相互作用が報告された。 

結論：ほとんどのアプリ介入は問題のある物質使用の減少と関連していたが，治療後の時点で比較条

件よりも有意に優れていたのは 3 分の 1 以下であった。介入効果が報告された 6 つのアプリのうち、

アルコールを対象としたものが 5 つ（そのうち 1 つはアルコールと違法薬物、もう 1 つはアルコール

とタバコ）、タバコを対象としたものが 1 つであった。さらに、6 つのアプリのうち 3 つはフィードバ

ック（例：パーソナライズド）を含み、2 つはバイアスのリスクが高く、1 つはややそのリスクがあり、

3 つはリスクが低かった。また、6 つのアプリすべてが 6 週間以上の介入を行っていた。一般的な研究

の限界は、サンプルサイズが小さいこと、バイアスのリスクがあること、関連する詳細情報が不足し

ていること、場合によっては比較条件のバランスが取れていないことであった。どのアプリによる介

入が最も効果的であるか、必要な介入期間、および利益を得る可能性が最も高いサブグループを理解

するためには、適切なパワーを持つ試験が必要である。結論として、問題のある物質使用を対象とし

たアプリの有効性に関するこれまでのエビデンスは説得力がないが、研究間で比較条件や試験デザイ

ンが異なるため、アプリ間の有効性を比較する能力は限られている。我々は、問題のある物質使用に

対するモバイルアプリの介入の効果が果たされるかどうかを確かめるのに役立つ可能性のあるアプロ

ーチについて議論する。 

 


